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Rechargeable magnesium batteries (RMBs) are one prospect option of energy storage 

technologies among various post lithium-ion batteries owing to some advantageous properties 

mainly arising from the use of magnesium metal as negative electrodes. The R&D of RMBs is 

however still in the early stage due to the lack of suitable electrolyte materials those compatible 

with both magnesium metal and high-performant positive electrode materials. To overcome 

this situation, significant research efforts have been paid to materialize the electrolyte materials 

having functionalities demanded. In this presentation, the history on the development of the 

electrolyte materials for RMB applications will be given. It is found that the “dissociation state 

of ions” predominates the electrochemical magnesium deposition/dissolution activities of 

electrolytes. The future challenges for RMB materialization will also be discussed. 

Keywords：Rechargeable batteries, Magnesium, Electrolyte, Anion, Dissociation state 

 

近現代における IT, 通信, 輸送, AI をはじめとした産業技術革新は, リチウムイオ

ン電池を中心とした蓄電技術の発展と共にあった. そして Society5.0や IoTの本格普

及, SDGsを達成し, より豊かな社会構造を実現するためには, 蓄電技術のさらなる革

新が求められている. 数多有るポストリチウムイオン電池の中でもMg金属を負極活

物質としたMg金属電池は, 低価格・大容量・高安全性を見込めることから次世代蓄

電池の有力候補として期待され,1,2 国内外で熾烈な研究開発競争が展開されている. 

正極・負極・電解液の 3大要素から構成される蓄電池において, Mg金属電池の歴史

は電解液の歴史といっても過言ではないほど, 電解液開発にこれまで多大なエフォ

ートが割かれてきた. Mg 金属負極の基礎反応である電気化学的 Mg 析出溶解反応を

起こすことができる電解液は極めて限定的であり, その上で高エネルギー密度化が

見込める正極材料との親和性も担保しなければならないためである. Figure 1 に電解

液組成と電気化学的Mg析出溶解活性の関係をまとめた. リチウムイオン電池用電解

液の主成分である炭酸エステルや PF6
−をはじめ, リチウム金属の析出溶解が可能な

電解液構成要素ですらその多くが Mg 金属電池に適用することができない.3–5 Mg 金

属は Li金属やNa金属と同様, その高い還元性により電解質成分と反応して表面に分

解物由来の被膜を形成する. Li 金属や Na 金属では, 良好な被膜(SEI)により電解液と

の断続的な副反応やデンドライト成長を抑制させることができる一方で, Mg 金属に

おける被膜はマグネシウムイオン伝導性が極めて低く, 大きな析出溶解過電圧によ

り電解質分解を誘発, Mg金属の析出溶解を阻害するためである. 

本講演では，長年Mg金属電池研究開発においてボトルネックであった電解液にお

ける近年の目覚ましい発展について，基礎学術的背景から最近の研究動向まで，『解

離』をキーワードに我々の主要な研究成果を交えながら紹介する. これを能動的に制
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御することにより, Mg 金属負極と正極双方への高い親和性を備える電解液の創出に

成功している.6–8 さらに電解液の発展に伴い顕在化してきた実電池化における課題

を列挙し, 今後の展望を議論する. 

 

Figure 1. Schematic of the relationship between electrolyte components and electrochemical 

magnesium deposition/dissolution activities. 
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